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日本原演習場に到着した車両 ヘリパッド敷設訓練のため整地を行う重機



日本原演習場における米軍単独訓練の実施

中国四国防衛局 ２

インタビューを受けるペトリロ中佐 訓練視察後はペトリロ中佐を囲んで記念撮影

平成３０年１０月７日から２０日の１４日間、岡山県の陸上自衛隊日本原演習場において、米海

兵隊岩国航空基地所属の後方支援部隊が初の単独訓練を実施しました。

主な訓練内容は、車載マシンガンによる実弾射撃訓練、ヘリパッド敷設訓練、浄水訓練の３種類

であり、同部隊は日本原駐屯地内のグラウンドに指揮所や宿営用テント、フィールドキッチンなど

からなる宿営所を設け、そこから演習場に移動して訓練を実施しました。

訓練実施に当たっては、平成３０年６月２９日に津山市及び奈義町と中国四国防衛局の間で調印

した「陸上自衛隊日本原演習場の米軍使用に関する覚書」に従い、地域住民の安全・安心のため、

当局は自衛隊の協力を得て駐屯地内に連絡所を設けて２４時間態勢で連絡員を配置し、地元自治体

等との連絡調整、訓練時間中の演習場外周の巡回、夜間の宿営地の巡回などの対応を行いました。

また、米軍の到着翌日には海兵隊員が集合し、自衛隊から訓練に当たっての注意事項等の教育が

行われ、訓練中も自衛隊が状況を確認するなど、十分な安全管理のもと訓練が実施されました。

平成３０年１０月１５日には訓練の公開が行われ、津山市及び奈義町の演習場対策委員、議員、

報道機関など約９０人が参加し、宿営地、浄水訓練、ヘリパッド敷設訓練の状況を視察しました。

部隊司令のブレイディ・Ｐ・ペトリロ中佐は、「単独訓練の機会をいただき心から感謝」「訓練

実現に尽力した関係者に感謝」といった旨の挨拶をされ、報道機関からインタビューを受けた地元

代表者は、「米軍は安全に訓練を実施している。住民の不安を払しょくするものを見ることができ

た」「防衛局は巡回などをしっかりと実施しており、覚書を守ってくれていると思う」といった旨

のコメントをされていました。

訓練は事故やトラブルなく終了し、２０日朝、同部隊は岩国航空基地に帰還しました。

駐屯地グラウンドに張られた宿営用テント ヘリパッド敷設訓練のため整地を行う重機

連絡所で勤務する当局職員 巡回用車両 ヘリパッド敷設訓練を視察する地元代表者



中国四国防衛局

日米交流事業 「ＳＵＯ－ＯＳＨＩＭＡ日米こどもサッカー」 開催

平成３０年１０月２１日、山口県大島郡周防大島町にある周防大島町陸上競技場において、今年で５年
目となる日米交流事業「ＳＵＯ－ＯＳＨＩＭＡ日米こどもサッカー」を中国四国防衛局が主催して開催しま
した。

当日は、米海兵隊岩国航空基地司令のファースト大佐、周防大島町の西川教育長をお迎えし、周防大
島町内のサッカー少年団と米軍岩国基地内のサッカーチ－ムにそれぞれ所属する児童約５０名が参加
しました。

参加者は、５つの日米混合チームに別れ、午前中はゲーム形式での練習を行い、コミュニケーション
を図ると共に、いつもと違った練習を楽しみました。
午後からは、５チームによるリーグ戦を行い、肌寒い風の吹く中、熱戦を繰り広げました。

中国四国防衛局主催の日米交流事業についてはＱＲコードでご覧いただけます。⇒

３



中国四国防衛局 ４

安心・安全共同パトロール（岩国市内）

米海兵隊岩国航空基地セーフティ・ブリーフィング

平成30年9月19日、米海兵隊岩国航空基地周辺において「安心・安全共同パトロール」を実施し
ました。当該パトロールは、市民と行政が協働して防犯活動を進めるものです。

当日は、福田岩国市長をはじめ、飯田山口県岩国県民局長、ファースト米海兵隊岩国航空基地司令及
び赤瀬中国四国防衛局長並びに岩国市川下地区及び麻里布地区の防犯パトロール隊の皆さんにもご
協力いただきました。パトロール参加者は約６０名でした。

岩国市川下地区のパトロール

岩国市麻里布地区のパトロール

平成30年１１月16日、赤瀬中国四国防衛局長が米海兵隊岩国航空基地オリエンテーションの午後の部
に出席し、同基地の米軍構成員等約１００名を前に、基地問題の現状、事件・事故が地域に及ぼす影
響、またその予防の重要性、そして地域住民との交流の重要性について講演を行いました。

また、同日の午前の部では、福田岩国市長が岩国市の安心・安全対策の一環として、事件・事故の防
止などを求める講演を行いました。



中国四国防衛局 ５

イージス・アショアに係る全員協議会、説明会及び各種調査業務について

萩市議会・阿武町議会全員協議会、現地説明会、萩市民・阿武町民の方々への説明会（１０月）

平成３０年１０月１２日から１５日にかけて地元説明会を実施しました。
地元説明会では、赤瀬中国四国防衛局長及び五味防衛政策局戦略企画課長ほかが萩市議会及び阿

武町議会の全員協議会、萩市民及び阿武町民の方々に対し、各種調査の詳細な内容や進め方を中心に
説明しました。 また、併せてむつみ演習場内において現地説明会を実施し、期間中、多くの方々に参加
して頂き、議会議員及び住民の方々から貴重なご質問様々なご意見等を頂きました。

地元説明会の中で、赤瀬局長及び五味課長は「むつみ演習場周辺への影響について、しっかりと説
明するために調査をさせて頂き、結果についても丁寧に説明していく」と述べ、議会議員及び住民方々
に真摯に対応していくとを伝えました。また、１０月１３日には地元説明会に合せて「電波の安全性と人体
の防護指針」について有識者による講演も行いました。

各種調査業務の開始について

平成３０年１０月２９日よりイージス・アショアに係る測量調査及び土質調査を開始しました。
測量調査は、航空測量に係る地上の標識設置から開始し、１１月からは航空機による写真撮影を行い、

現在地形図作成等の作業を行い、来年１月末に調査を終える予定です。
土質調査は水文調査から開始し、萩市の簡易水道安附水源から水質分析用の採水を行い、引き続き、

井戸、湧水等の観測や採水等も行いました。
１２月に入り地質を確認するボーリング調査を実施し、来年３月末に調査を終える予定です。

萩市安附簡易水道の採水 航空測量標識設置（演習場内） ボーリング調査の実施

水文調査のための周辺の井戸を
観測・採水 羽月川の流量観測 羽月の名水から水質分析の採水

現地説明で説明を聞く住民の方々（演習場内）

現地説明会等開催日程（延べ約５００人）

10月12日
（金）

現地説明会（萩市議会）
全員協議会（萩市議会）
住民説明会（阿武町のうそんセンター）

10月13日
（土）

現地説明会（萩市）
有識者講演（萩市むつみコミュニティーセン

ター及び阿武町のうそんセンター）
住民説明会（萩市むつみコミュニティーセンター）

10月14日
（日）

現地説明会（阿武町）
住民説明会（萩市市民館）

10月15日
（月）

現地説明会（阿武町議会）
全員協議会（阿武町議会）
住民説明会（阿武町町民センター）



中国四国防衛局

平成３０年版防衛白書

平成３０年版防衛白書が完成し、中国四国防衛局管内の２２０自治体に対し、中国四国防衛局、各地方
協力本部及び部隊等において、首長への説明を実施しました。

今回の防衛白書の特色としては、ＡＲ（Augmented Reality：拡張現実）動画を活用した紙面では表現
できない隊員や装備品等の動きを視聴可能としたこと。また、巻頭部分において、 写真や図表を活用
し、現場隊員の声も紹介しながら、防衛白書に馴染みのない方にも興味を持って頂けるよう、ビジュア
ルな形で作成したことです。

巻末特集では、自衛官の生の声により自衛官の魅力を発進すると共に、任期制自衛官について詳し
く紹介しています。

香川県知事への白書説明

広島県知事から中国四国防衛局へ感謝状贈呈

平成３０年１２月６日、広島県知事より中国四
国防衛局に対し、平成３０年７月豪雨の際の災
害支援活動について感謝状が贈呈されました。

中国四国防衛局は災害に際し、呉市天応地
区において、土砂災害により避難所に避難し
ている被災者の方々を入浴場所まで車両に
て送迎する入浴者輸送支援を実施いたしまし
た。
また、県庁に職員を派遣し、糸崎港で入浴支

援を行った「はくおう」に係る連絡調整等も実
施いたしました。

６

広島県知事への白書説明



中国四国防衛局 ７

航空自衛隊による災害派遣（浄水・給水支援）

頑張ろう呉!!海上自衛隊呉音楽隊スペシャルコンサート開催

平成30年９月２４日に呉市文化ホールで「頑張ろう呉!!
海上自衛隊呉音楽隊スペシャルコンサート」が開催されま
した。この演奏会は平成30年７月豪雨（西日本豪雨）の災害
復興をめざし、「がんばろう呉」を合い言葉に被災された
方々へ元気をお届け出来るよう企画され、３部構成で行
われました。

第１部では、呉音楽隊が｢てつのくじら｣（天野正道作曲）
のほかＮＨＫ大河ドラマ「西郷どん」のメインテーマ等の作品
が演奏され会場の熱気は一気に高まりました。

第２部では、呉地方総監の挨拶後、新しくなった｢くれこ｣
｢やまと｣のマスコットキャラクターを紹介及び新原呉市長
の挨拶があり、その後「ＩＫＵＺＡＷＡ ＢＡＮＤ」の迫力あるス
テージが披露されました。

第３部では、長年に渡って愛されているザ・ドリフターズ
の曲が盛り込まれた「ジャパニーズ・グラフティＸＸＩ」や、ソ
ロの奏者のクラリネットがだんだん小さくなってゆく「イン
ナー・クライマー」、キッチン用品を使った「パニックキッチン
協奏曲」が演奏され、観客の皆さんと音楽隊が一体となっ
て楽しまれました。
また、第３部最後の「ゲラゲラポーの歌」では呉音楽隊と

「ＩＫＵＺＡＷＡ ＢＡＮＤ」 が競演するとともに呉地方総監と新
原呉市長のダンスが披露され好評を博ました。

平成３０年１０月２２日、山口県大島郡周防大島町において、大島大橋に外国船籍が接触し、島に水を供
給する送水管が脱落、水道を利用する住宅等が断水したため、２４日に山口県知事から航空自衛隊第１２
飛行教育団司令に対して給水支援に係る災害派遣要請があり、これを受け、航空自衛隊は、第１２飛行教
育団（防府北）、航空教育隊（防府南）、第１航空団（浜松）、西部航空警戒管制団（春日）が浄水・給水活動
を実施、１１月７日までの撤収要請までの間、航空自衛隊から人員延べ約５００名、車両延べ約１７０両（２㌧
水タンク８２基を含む）、造水機延べ２６基、自治体等との調整人員延べ９９名が派遣され地域住民の方々
に寄り添った活動を行いました。
航空自衛隊が今回災害現場に持ち込んだ造水機は、「非常用給水装置」と言われ、淡水の場合１日当

たり２４㌧、海水の場合１日あたり１５㌧の造水が可能であり、１０月２５日から１１月６日までの１３日間に約９３．
８㌧を造水し、病院等に給水しました。

給水を受ける住民の方々（周防大島町） 航空自衛隊が災害派遣で使用した造水機
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中国四国防衛局 ８

平成３０年度在日米軍従業員永年勤続者表彰式

学校・病院等に係る防音対策事業について

平成３０年１０月１８日広島県呉市にあるビューポートく
れホテルで、同月２５日には山口県岩国市の海兵隊岩国
航空基地において、勤続４０・３０・２０・１０年の方々に表彰
状を贈呈しました（呉25名、岩国106名）。

呉では、呉市長、東広島市長（代理）、江田島市長（代
理）及び全駐留軍労働組合広島地区本部執行委員長、
岩国では、岩国市長（代理）、岩国市議会議長及び全駐
留軍労働組合山口地区本部執行委員長のご臨席を賜り
ました。

主催者の中国四国防衛局長から、「長年にわたり重要
な職務に精励され、職責を果たしてこられた皆様方に
対し、心から敬意を表します。これからも、それぞれの職
責において、一層御活躍されることをお願いするととも
に、日米両国の架け橋として、貢献して頂ければ大変あ
りがたいと思っております。」と祝辞が述べられました。
呉からは勤続３０年受賞者が、岩国からは勤続４０年受

賞者がそれぞれ代表して、「私たちは、本日のこの意義
ある式典を心の糧とし、永年にわたって培った知識や経
験を活かし、これからも在日米軍施設の円滑な運営の
ため、従来にも増して職務の遂行に励み、日米両国の架
け橋としての役割を果たしてまいります。」と謝辞が述
べられました。

呉
表
彰
式

■ 防衛省では、「防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律」により、自衛隊等の航空
機の離着陸等のひん繁な実施等により生じる音響で著しいものを防止し、又は軽減するため、
地方公共団体その他の者が学校・病院等※の防音工事を実施するときは、その費用の全部又
は一部を補助しています。

※ 学校等：幼稚園、小学校、中学校、高等学校、保育所など
病院等：病院、診療所、助産所、特別養護老人ホームなど

■ また、上記の補助事業により防音工事を実施した幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び
保育所などに設置されている換気設備、温度保持設備又は除湿設備を、騒音防止のため、稼
働させ、又は稼働し得るよう維持する際の電気料金等について補助しています。

音響測定の結果によって、
防衛省の定めた「防衛施設
周辺防音事業工事標準仕方
書」により工事（１～４
級）を行って頂きます。

防音工事は、遮音（防
音サッシの取付け）、密
閉された室内空気の換
気・除湿（空調機器の取
付け）及び室内の壁・天
井を吸音材料などで仕上
げることが、主な内容で
す。

【 遮音 】
防音サッシに取り替えします。

【 換気・除湿 】
空調機器を取り付けします。
（全熱交換器及び個別分散空調等）

【 吸音 】
壁・天井を吸音材料などで仕上げます。



中国四国防衛局 ９

平成３０年度 防衛大臣感謝状贈呈（和木町長）

平成３０年度特別優秀工事等顕彰表彰式

平成３０年８月３１日、防衛省において、平成３０年度特別優秀工事等顕彰表彰式が行われました。
本年度の中国四国防衛局の関係では、以下の特別優秀工事３件の受注者である４社に対し、平井大

臣官房施設監から顕彰状が贈呈されました。
本制度は防衛省が発注した工事・業務のうち、平成２９年度に完成したものの中から、工事・業務成績

評定や現場における創意工夫並びに施工努力等を総合的に評価し、他の模範とするにふさ
わしい工事・業務を選び、その受注者を顕彰するというものです。
今回顕彰状が贈呈された各社は、施設の出来形や品質が優れているだけでなく、愛宕山地区整備事

業の建設工事に貢献し、米軍再編計画の着実な実施、さらには日米安全保障体制の維持に果たした功
績が大きいと評価されたものです。

岩国飛行場(H28)愛宕山(運動施設地区)屋外運動施設等新設土木工事

戸田建設株式会社・日栄興業株式会社

岩国飛行場(H27)愛宕山(運動施設地区)文化交流施設新設建築工事

五洋建設株式会社

岩国飛行場(H27)愛宕山(運動施設地区)野球場新設建築その他工事

五洋建設株式会社・株式会社大島組

左:髙橋防衛事務次官 右:米本和木町長
左:米本和木町長 右:山田防衛大臣政務官

平成３０年１０月１３日、米本正明和木町長は、
これまで防衛省の施策の重要性を深く理解いただ
き、岩国飛行場と周辺地域の融和、協調を図るな
ど、当省の防衛政策及び防衛施設の安定的使用に
多大な貢献をされたことから、防衛協力功労者と
して防衛大臣から表彰されました。
防衛大臣感謝状贈呈式は、防衛大臣の主催によ

り、自衛隊に対する功労が著しいと認められる隊
員以外の者又は団体に感謝の意を表すため、昭和
３２年から自衛隊記念日行事の一環として毎年実
施されています。

左:青柳報道官 中央:米本和木町長 右:中村地方協力局長
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職員の独り言

本年４月に、北海道から広島へ異動して来ました。
今まで道外で生活したことは無かったため、気候等を
通して、改めて日本の広さを実感しています。
私の所属している企画部施設管理課では、主に国有

財産の管理に関する業務をしており、なかでも私は米
軍に関する財産の管理を担当しています。もちろん、
書類上で確認するだけではなく、財産管理の一環とし
て米軍基地の施設に行くこともあるので、様々な経験
ができる良い職場だと思います。
ちなみに休日は、広島ならではの食べ物を求めて街

を歩いてみたりしています。私事ですが、米軍に関す
る仕事を担当していながら、英語が話せないため、今
後は語学力の向上にも力を入れていきたいです。

おかざき たくみ

（ 施設管理課 岡崎 拓海 ）

私は、平成２６年度入省から施設取得課、地方調
整課、防音対策課の業務に携わり、今年度より自衛
隊施設、財産等の国有財産管理を主に行う施設管理
課に所属しております。多種多様な財産の動きを自
衛隊や財務局との調整、協議を行いつつ処理、記録
等を行っており、初めての業務には不安があります
が、ひとつひとつ理解し無事やり遂げた時には大き
な達成感があります。
その他航空機騒音対策として基地周辺住宅の防音

工事の手続きや、航空機を新しく配備する際に、地
域の方々にご理解いただくための説明会を行ったり
と、各業務を通して地域に寄り添い、良い関係を築
きながら、地域の方々と一緒に日本の安全保障を支
えているのだと実感しています。
また、仕事を通して各地の自治体、工事業者、自衛隊の方々と接する機会があるため、その町の

魅力を教えてもらうこともあり、趣味である旅行がますます楽しみになりました。
これからもどんな業務、環境でも臨機応変に対応できる職員を目指しつつ、各地の新たな魅力を

発見していきたいです。

◆◆◆ 調達部に「事業監理課」が新設されました。 ◆◆◆

平成30年12月1日、調達部に「事業監理課」が新設されました。
事業監理課の新設は、防衛力を発揮させるために必要な防衛施設を適切に整備するため、
①プロジェクトマネジメント態勢の強化
②検査機能の一元化
③ライフサイクルマネジメント体制の強化

を目的としています。

ふくだ けいすけ

（ 施設管理課 福田 圭佑 ）

調達部

調達計画課 事業監理課 建築課 土木課 設備課 装備課


